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横
浜
の
一
〇
年

進
む
河
川
・
ポ
ン
プ
場
の
整
備

宅
地
化
の
進
行
に
と
も
た
っ
て
、
台
風
や
集
中
豪
雨
が
あ
る
と
大

き
な
被
害
が
で
て
い
る
。
過
去
一
〇
年
の
間
に
大
き
な
被
害
を
出

し
た
お
も
な
風
水
害
と
そ
の
被
害
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
（
表
｜
４
）
。
横
浜
市
で
は
こ
う
し
た
危
険
の
あ
る
地
域
を
そ
れ

ぞ
れ
、
洪
水
危
険
地
域
・
高
潮
危
険
地
域
・
が
け
く
ず
れ
危
険
地

域
（
図
l
8
3
）
や
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
（
図
l
8
4
）
に
指
定

し
て
、
被
害
の
防
止
を
は
か
る
一
方
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事

（
図
|
8
4
）
や
、
河
川
・
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
そ
の

予
防
を
は
か
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
四
十
八
年
度
末
で
は
、

河
川
は
三
十
八
年
度
末
の
一
・
五
倍
の
一
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

全
河
川
の
約
半
分
の
整
備
が
完
了
し
、
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
も
三

十
八
年
度
の
一
・
五
倍
、
二
三
か
所
に
な
っ
て
い
る
が
（
図
－
8
5
）
、

今
後
も
そ
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

表-4　過去におけるおもな風水害図一83　洪水･滞水･高潮･がけく
　　ずれ危険地域（48.6現在）
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図一84　急傾斜地崩壊危険区域・崩壊防止工事施行状況

図一85　河川・ポンプ場整備状況



激
増
す
る
危
険
物
施
設

産
業
の
集
中
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
変
化
に
と
も
た
っ
て
、
災
害

を
ひ
き
お
こ
し
、
こ
れ
を
拡
大
す
る
原
因
と
な
る
も
の
も
激
増
し

て
い
る
。
消
防
法
で
定
め
て
い
る
石
油
等
の
製
造
所
、
取
扱
所
な

ど
の
危
険
物
施
設
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
は
三
十
八
年
度
の
約

二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
と
く
に
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
危
険

物
取
扱
所
は
約
三
倍
に
も
な
り
、
火
災
の
発
生
と
拡
大
が
心
配
さ

れ
る
（
図
|
8
6
）
。

都
市
の
高
層
化
も
進
ん
で
お
り
、
四
十
八
年
で
は
、
三
一
メ
ー
ト

ル
以
上
ま
た
は
一
一
階
以
上
の
建
物
は
、
三
十
八
年
の
二
六
倍
以

上
に
あ
た
る
一
〇
六
棟
に
達
し
、
今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
、
ビ

ル
火
災
対
策
の
強
化
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
図
－
8
7
）
。

産
業
構
造
の
重
化
学
工
業
化
に
と
も
な
っ
て
、
臨
海
部
に
つ
く
ら

れ
た
五
つ
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
区
の
屋
外
貯
蔵
タ
ン
ク
に
貯
蔵
さ

れ
て
い
る
石
油
等
の
量
は
、
市
内
貯
蔵
量
全
体
の
九
八
％
に
も
達

し
、
新
し
い
危
険
を
生
ん
で
い
る
（
図
－
8
8
）
。

図一86　危険物施設の増加状況

横
浜
の
一
〇
年
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図一87　高層建築物の増加状況
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図一88　コンビナート地域と石油等貯蔵量（48.12現在）



消
防
車
を
二
倍
に
増
強

横
浜
市
で
は
、
火
災
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
に
、
消
防
力
の
増
強

が
進
め
ら
れ
、
と
く
に
消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年

度
末
に
は
、
三
十
八
年
度
末
の
約
二
・
二
倍
の
二
九
九
台
に
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
迅
速
な
消
防
体
制
の
確
立
、
消
防
用
装
備
の
改

善
強
化
、
危
険
物
の
査
察
指
導
の
強
化
、
消
防
関
係
職
員
の
増
強
、

防
火
水
槽
の
増
設
等
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
（
図
|
8
9

・
9
0
）
。
四
十
八
年
十
二
月
の
、
新
用
途
地
域
の
指
定
に
あ
わ
せ

て
、
防
火
・
準
防
火
地
域
の
面
積
も
大
幅
に
拡
大
し
、
市
の
中
心

部
で
は
、
西
区
九
四
・
一
％
、
神
奈
川
区
六
九
・
〇
％
等
を
は
じ

め
広
範
囲
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
－
9
1
）
。
そ
の
ほ
か
市
内
に
六

一
か
所
の
広
域
避
難
場
所
を
指
定
し
、
大
地
震
に
備
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
の
結
果
、
火
災
件
数
も
こ
の
一
〇
年
間
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
り
、
人
口
一
万
人
当
り
火
災
件
数
は
下
降
を
つ
づ
け
、
四

十
八
年
度
で
は
五
・
三
件
に
減
少
し
て
い
る
（
図
l
9
2
）
。

消防力の拡充状況図一89図-90　区別防火水槽整備状況
　　　　(私設を含汀)

横
浜
の
一
〇
年
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図一91　市街化区域に対する防火・準防火地域の割合（48.12.25現在）

図一92　火災発生件数の推移
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